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外来医療の機能の明確化連携 厚生労働省令和３年２月８日
医療部会資料
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紹介受診重点医療機関について
厚生労働省第３回地域医療構想及び医師確保

計画に関するワーキンググループ
（令和４年３月２日）資料１
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外来機能報告の年間スケジュールについて 厚生労働省令和３年度
第２回医療政策研修会資料
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外来機能報告における報告項目① 厚生労働省令和３年度
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外来機能報告における報告項目③ 厚生労働省令和３年度
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医療資源を重点的に活用する外来 厚生労働省令和３年度
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医療資源を重点的に活用する外来に関する基準 厚生労働省令和３年度
第２回医療政策研修会資料
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医療資源を重点的に活用する外来に関する基準 厚生労働省令和３年度
第２回医療政策研修会資料
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地域における協議の場 厚生労働省令和３年度
第２回医療政策研修会資料
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〇 外来機能報告制度は 、医療機関が外来医療の実施状況等を都道府県に 報告を行い、かかりつ
け医機能を担う医療機関と、紹介患者への外来を基本とする医療機関を明確化することにより、
外来待ち時間の短縮や勤務医の外来負担の軽減等を図ることを目的とする制度である。

〇 令和３年５月に「 良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を 推進 するための医療法
等の一部を改正する法律 」が公布されたことにより、外来機能報告が医療法に位置づけられ、令和
４年4月から施行している。

〇 外来機能報告は病床機能報告と一体的に報告（ 10 月開始予定）を行い、医療資源を重点的に
活用する外来（重点外来 ※）の実施状況や紹介率・逆紹介率の報告を求める。

※ 医療資源を重点的に活用する入院前後の外来、高額医療機器等を必要とする外来、紹介患者に対する外来を指す。

〇 集計結果をもとに、協議の場（調整会議等）において、 「医療資源を重点的に活用する外来を基
幹的に担う医療機関（紹介受診重点医療機関） 」を選定し、主に紹介患者への外来を担う医療機
関として役割を明確化する。

外来機能報告制度の概要

鳥取県医療計画等に係る医療
政策担当者会議
（令和４年６月２７日）資料



１ 外来機能報告の概要
（１）対象
・一般病床・療養病床を有する医療機関（病院、有床診療所）
・無床診療所のうち、外来機能報告の報告意向がある医療機関

（２）主な報告項目
レセプト情報・特定検診等情報データベース（NDBデータ）及び病床機能報告で把握できる
項目を基本とし、データの転記又は報告省略とすることで負担軽減を図る。

項目 病院 有床診療所 無床診療所

①医療資源を重点的に活用する外来の実施状況

・医療資源を重点的に活用する外来の実施状況の概況 NDBデータ

・医療資源を重点的に活用する外来の実施状況の詳細 NDBデータ

②医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に
担う医療機関となる意向の有無

○ ○ ○

③地域の外来機能の明確化・連携の推進のために必要なその他の事項

・その他の外来・在宅医療・地域連携の実施状況 NDBデータ

・救急医療の実施状況 病床機能報告 任意

・紹介・逆紹介の状況（紹介率・逆紹介率） ○ 任意 任意

・外来における人材の設置状況（専門看護師等に係るもの） ○ 任意 任意

・高額等の医療機器・設備の保有状況 病床機能報告 任意

外来機能報告制度について①
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鳥取県医療計画等に係る医療
政策担当者会議
（令和４年６月２７日）資料



（３）外来機能報告等のスケジュール
・国が示す令和４年度のスケジュールは次のとおり。
・令和４年度は、「紹介受診重点医療機関の明確化」に関する協議を各圏域で実施。

時期 項目

令和４年４月～ 対象医療機関の抽出【国】

９月頃 対象医療機関に報告の依頼【国】

１０月頃 対象医療機関からの報告【国】

１２月頃 集計とりまとめ、県へ提供【国】

令和５年１～３月頃 「地域の協議の場」（※）における協議【県（保健所）】
都道府県における紹介受診重点医療機関の公表【県】

※地域における協議の場
地域の協議の場は、地域医療構想調整会議を活用することができる。

本県においては、各圏域に係る医療計画、地域医療構想、外来医療計画等に係る協議
については、圏域の地域医療構想調整会議が活用されていることから、本県では、各圏
域の地域医療構想調整会議を「地域の協議の場」として協議していただきたい。

外来機能報告について②
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鳥取県医療計画等に係る医療
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④最終的に医療機関の意向と協議の場での結論が一
致したものに限り公表 15

２ 医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関（紹介受診重点医療機関）
の明確化について
※ 一般病床200床以上の紹介受診重点病院は、紹介状がない患者等の外来受診時の定額負担の対象となる。

○医療機関が都道府県に対して「外来医療の実施状況」や「紹介受診重点医療機関となる意向の有無」等
を報告し、
○「地域の協議の場」において、報告を踏まえ、協議を行い、協議が整った医療機関を都道府県が公表する。

①医療資源を重点的に活用する外来（重点外来）に関する基準（※）を満たすかどうか
※ 基準：初診に占める重点外来の割合４０％以上 かつ 再診に占める重点外来の割合２５％以上

②地域の協議の場において「医療資源を重点的に活用する外来を地域で基幹的に担う医療機関」
の役割を担う意向を確認
※ 紹介率・逆紹介率等を活用して協議（紹介率50％以上かつ逆紹介率４０％以上）
※ 「基準に該当するが意向を有しない医療機関」、「基準に該当しないが意向を有する医療機関」は出席を求め、意見聴取
（文書提出でも可）

協議が整った場合 意向と異なる結論となった場合

③「紹介受診重点医療機関」として県が
公表

③協議の場での議論を踏まえて当該医療機関に再検
討を依頼し、再検討した意向を踏まえた再協議を実施

紹介受診重点医療機関の明確化について
鳥取県医療計画等に係る医療
政策担当者会議
（令和４年６月２７日）資料
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（参考）一般病床が200床以上の医療機関

医療機関名 一般病床 高度
急性期 急性期 回復期 慢性期 特定機能

病院
地域医療
支援病院

東部

独立行政法人国立病院機構
鳥取医療センター ３０４ ０ ０ ５０ ２５４

鳥取県立中央病院 ５０４ ５４ ４５０ ０ ０ ●

鳥取市立病院 ３４０ ０ ２９２ ４８ ０ ●

鳥取赤十字病院 ３５０ ５７ ２４５ ４８ ０ ●

鳥取生協病院 ２６０ ０ １０２ １３８ ２０

中部 鳥取県立厚生病院 ３００ １０６ １５１ ４３ ０ ●

西部

鳥取大学医学部附属病院 ６４９ ６４９ ０ ０ ０ ●

独立行政法人国立病院機構
米子医療センター ２７０ ０ ２５０ ０ ２０ ●

独立行政法人労働者健康
安全機構山陰労災病院 ３７７ １２ ３６５ ０ ０ ●

※特定機能病院と一般病床200床以上の地域医療支援病院は、紹介状なしの患者から原則定額負担の徴収義務

鳥取県医療計画等に係る医療
政策担当者会議
（令和４年６月２７日）資料
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（参考）医療資源を重点的に活用する外来

R3.12.17外来機能報告等に関する報告書より基本的に以下の①～③の機能とする。
①医療資源を重点的に活用する入院前後の外来
②高額等の医療機器・設備を必要とする外来
③特定の領域に特化した機能を有する外来

①医療資源を重点的に活用する入院前後の外来 ②高額等の医療機器・設備を必要とする外来

③特定の領域に特化した機能を有する外来
次の外来を受診したものとする。
医療情報提供料Ⅰを算定した30日以内に別の医療機関を受診した場合、当該「別の医療機関の外来」

次の６項目いずれかに該当した外来を「医療資源
を重点的に活用する外来」とする。
・外来化学療法加算を算定
・外来放射線治療加算を算定
・短期滞在手術等基本料１を算定、
・Dコード（検査）、Eコード（画像診断）、J
コード（処置）のうち地域包括診療料において
包括範囲外とされているものを算定
・Kコード（手術）を算定
・Nコード（病理）を算定

次の５項目いずれかに該当した入院を「医療資
源を重点的に活用する入院」とし、その前後３
０日間の外来受診を「重点外来を受診した」も
のとする。
・Kコード（手術）を算定
・Jコード（処置）のうちDPC入院で出来高算定
できるものを算定
・Lコード（麻酔）を算定
・DPC算定病床の入院料区分
・短期滞在手術等基本料１を算定

鳥取県医療計画等に係る医療
政策担当者会議
（令和４年６月２７日）資料
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第８次医療計画等に関する検討会

救急・災害医療
提供体制等に
関するWG

○医療計画の作成指針（新興感染症等への対応を含む５疾病６事業・在宅医療等）
○医師確保計画、外来医療計画、地域医療構想 等

※具体的には以下について検討する
・医療計画の総論（医療圏、基準病床数等）について検討
・各検討の場、WGの検討を踏まえ、５疾病６事業・在宅医療等について総合的に検討
・各WGの検討を踏まえ、地域医療構想、医師確保計画、外来医療計画について総合的に検討

第８次医療計画の策定に向けた検討体制

外来機能報告等に
関するWG

在宅医療及び
医療・介護連携に
関するWG

＊ へき地医療、周産期医療、小児
医療につては、第７次医療計画の
策定に向けた検討時と同様、それぞ
れ、以下の場で専門的な検討を行っ
た上で、「第８次医療計画等に関す
る検討会」に報告し、協議を進める
予定。

・へき地医療
厚生労働科学研究の研究班

・周産期医療、小児医療
有識者の意見交換

○以下に関する詳細な検討
・医療資源を重点的に活用す
る外来
・外来機能報告
・地域における協議の場
・医療資源を重点的に活用す
る外来を地域で基幹的に担
う医療機関 等

○以下に関する詳細な検討
・医師の適正配置の観点を含め
た医療機能の分化・連携に関
する推進方針
・地域医療構想ガイドライン
・医師確保計画ガイドライン 等

○以下に関する詳細な検討
・在宅医療の推進
・医療・介護連携の推進 等

【５疾病】
各疾病に関する
検討の場 等

【新興感染症等】
感染症対策（予防計画）
に関する検討の場 等

連携

報告

※医師確保計画及び外来医療計画については、現在「医師需給分科会」で議論。
次期計画の策定に向けた議論については、本検討会で議論。

○ 第８次医療計画の策定に向け、「第８次医療計画等に関する検討会」を立ち上げて検討。
○ 現行の医療計画における課題等を踏まえ、特に集中的な検討が必要な項目については、本検討会の下に、以下の４つ
のワーキンググループを立ち上げ、議論。
○ 新興感染症等への対応に関し、感染症対策（予防計画）に関する検討の場と密に連携する観点から、双方の検討会・
検討の場の構成員が合同で議論を行う機会を設定。
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地域医療構想及び
医師確保計画
に関するWG

○以下に関する詳細な検討
・第８次医療計画の策定に
向けた救急医療提供体
制の在り方
・第８次医療計画の策定に
向けた災害医療提供体
制の在り方 等

国資料


